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繋議　どちらがすきですか
一比較・程度の表現一
国立国語研究所
前　書　き
　国立国語研究所では，昭和49年度以来，日本語教育部ついで日本語教育セ
ンターにおいて，日本語教育教材開発事業の一環として日本語教育映画基礎
篇を作成してきた。これは従来，文化庁において進められていた映画教材作
成の事業を新たな形で引き継いだものである。
　日本語教育映画基礎篇は，各課5分の映画にそれぞれ完結した主題と内容
を持たせ，それを教育の必要に応じて使用する補助教材，また，系列的に初
級段階の学習事項を順次指導する教材として提供しようとするものである。
　映画の作成にあたっては，原案の作成・検討から概要書の執筆まで，ま
た，実際の制作指導においても，日本語教育映画等企画協議会委員の方々に
御協力頂いた。ここに厚く御礼申し上げる。
　この解説書は，映画教材の作成意図を明らかにし，これを使用して学習
し，指導する上での留意点について述べたものである。この解説書がこの映
画教材の利用を一層効果あるものにすることを願っている。この第八課「ど
ちらがすきですか」の解説は，日本語教育センター日本語教育教材開発室
日向茂男，同日本語教育研修室田中望の執筆によるものである。
　昭和55年3月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立国語研究所長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　林　　大
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1．　はじめに
　この日本語教育映画基礎篇は，初歩日本語学習期における視聴覚補助教材
として企画・制作されたもので，この映画「どちらが　すきですか」は，そ
の第八課にあたるものである。
　この映画の企画，概要書（シナリオ執筆のための最終原案）の執筆等にあ
たったものは，次の通りである。
昭和52年度日本語教育映画協議会委員（肩書きは当時のもの）
　石田　敏子　　国際基督教大学専任助手
　川瀬　生郎　　東京外国語大学附属日本語学校教授
　木村　宗男　　早稲田大学語学教育研究所教授
　窪田　富男　　東京外国語大学教授
　斎藤　修一　　慶応義塾大学国際センター助教授
日本語教育センター関係者（肩書きは当時のもの）
野元　菊雄　　日本語教育センター長
武田　　祈　　　　　　〃　　　　日本語教育教材開発室長
　日向　茂男　　　　　　〃　　　　日本語教育教材開発室研究員
　この映画「どちらが　すきですか」は，日向茂男研究員の原案に協議委員
会で検討を加え，概要書にまとめあげてから制作したものである。制作は，
日本シネセル株式会社が担当した。概要書のシナリオ化，つまり脚本の執筆
には同社の前田直明氏があたり，また同氏はこの映画の演出も担当した。た
だし演出の際の言語上の問題については，協議会委員及び日本語教育センタ
ー関係者の意見が加えられている。
　本解説書の執筆には日本語教育センター日本語教育材開発室の日向茂男，
同センター日本語教育研修室の田中望があたったが，企画・制作段階での意
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図が十分生きるよう努めた。
　現在，この映画は，より多くの人の利用の便をはかって下記の九か所にお
いて貸し出しを行っている。
　。　北海道教育庁指導部社会教育課視聴覚教育係
　。　宮城県教育庁社会教育課
　。　都立日比谷図書館視聴覚係
　。　愛知県教育センター企画管理係
　。　京都府教育庁社会教育課
　。　大阪府教育庁社会教育課
　。　兵庫県教育庁社会教育・文化財課
　。　広島県教育庁社会教育課
　。　福岡県視聴覚ライブラリー
なお，この映画は，そのビデオ版とともに上記制作会社が販売している。
2．　この映画の目的・内容・構成
2．1．　目的・内容
　この映画「どちらが　すきですか」は，比較・程度に関する表現及び「
＿は＿が＿です」の構文で表現されるものの導入を主要目的とした作
品である。ただし「＿は＿が＿です」の構文のうち「＿は＿がほ
しい」　「＿は＿が＿（し）たい」　「＿は＿（する）ことができ
る」の形については別の課でくわしく扱うので，ここでは簡単な導入にとど
めている。なお，「＿は＿が＿です」の構文とここで呼ぶものは，必
ずしも「＿です」の部分に，名詞がくるもののみに限るわけではない。動
詞・形容詞・形容動詞なども来うる。以下では，こうしたものをいちおうす
べて同じ表現パターンを持つものと認めて「＿は＿が＿です」構文と
　　　　　　　　　　　　　　　一2一
呼ぶことにする。比較・程度に関する表現の導入にあたつては，まず，その
表現があらわす論理関係一二項関係であるか，多項関係であるかなど
一及びそれに対応する格助詞等の理解が問題となる。　　・　この映画の中で，比較・程度に関する表現としてとりあげられているの
は，次の6種である。
　1「＿と＿とどちらが＿ですか。」，
　2「＿の中では何が（一番）＿ですか」
　3「＿より＿の方が＿です」
　4「＿は＿ほど＿ではありません」
　5「＿の方がもっと＿です」
　6「＿が一番＿です」
　「＿は＿が＿です」の構文で表現されるものは，基本的な格関係か
ら言えぽ，非常に多くのものを含んでいるが，ここで扱われるのは，次のよ
うなものである。
　1「＿は＿がいい」　　　　　　　　　　　　，
　　「＿は＿がほしい」
　　「＿は＿が＿（し）たい」　　　　　　　　　ド
このうち「＿がほしい」　「＿が＿（し）たい」は，第18課で更に詳し
く扱う。ここでは構文的な理解と言い方の基本を身につけることに重点を置
く。
　2「＿は＿が上手／下手だ」　　・
　　「＿は＿がすき／きらいだ」
「上手」　「下手」　「すき」は，語としては第6課「形容動詞」で導入ずみで
ある。しかし，そこでは構文的な理解は不充分なので，ここで再度とりあげ
る。
　3「＿は＿ができる」
「＿（する）ことができる」という表現については，第17課「可能の表
現」でもっばらあつかわれる。
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　4「＿は（背）カミ（高い）です」
これに類する表現の「＿が（形容詞）です」の部分については，第3課「
形容詞」に詳しい説明があるので，そこを参照されたい。
　なお「＿は＿が＿です」の構文についてはほかにも
　「わたしは兄弟があります」
　「わたしは（本を読む）時間がありまぜんでした」
　「わたしはあたまがいたいです」
　「今日は雨が降っています」
などのさまざまの表現ジャンルがある。しかし，この映画では上記1～4の
基本的表現にとどめた。また「（＿は）＿がみえる」　「（＿は）＿
がきこえる」の類の表現については，第9課で扱う。
　この映画では，上記2つの主要学習項目の他に補助的学習項目として，次
の6つを含んでいる。
　（1）疑問詞の整理と補充
　（2）　「こちら，そちら，あちら」対「こっち，そっち，あっち」の対立の
　　　理解
　（3）ある種の副詞
　（4）感動詞
　（5）終助詞
　（6）接頭辞
　疑問詞については，この映画では比較の表現とのからみで次の6種が提示
される。
　　どれ
　　どちら
　　どんな
　　どの
　　どこ
　　だれ
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これらのほとんどは，すでに提出されたもので，ここではそのまとめを行
う。
　「こちら，そちら，あちら」対「こっち，そっち，あっち」の対立は，こ
の映画の中では，形として「大人のフォーマルな語形」に対する「子供のイ
ンフォーマルな語形」として提示してあるが，現実には大人も「こっち，そ
っち，あっち」の形をひんばんに使うことに注意したい。といって，この対
立を単純にいわゆる　polite　form対non－pohte　formあるいはplain　form
の対立と平行的にとらえることはできない。
　　私はこっちをとらせていただきます
などの形をわれわれは少しもおかしくなく使っているからだ。この種の語形
上の変異形を持つことぽについては，一つずつ慎重にその用法を検討してい
く必要があろうが，ここでは問題を指摘するにとどめておく。
　この課で出てくる副詞類は
　　とても
　　ずいぶん
　　特に
　　本当に
　　あまり
などであるが，これらはいわゆる程度を表す副詞である。この種の語彙は，
日本語教育の現場では常に問題をかかえているものである。まず第一に，学
習者に一つ一つの語の意味・用法をつかまえさせるのがむずかしい。むずか
しい理由の一つは，これらの語が絵などの補助手段を使って表現することが
できない点にある。そのことはそのまま，映画という映像による補助教材と
しても表現しにくいということを意味する。この種の語の問題の第二は，こ
の種の語はその意味・用法が変化しやすいという点である。この点について
は，2．3．　「語句，語法，文型」の項でくわしく扱うが，もし，語の意味
・ 用法が変化していくことが言葉の生きている証拠だと言うのならぽ，この
種の語は言葉の中でもっとも生き生きとしている部分の一つである。そし
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て，そのことが学習者にとっては，とらえにくさの原因になってくる。この
種の語は，意味・用法をとらえにくい反面，それを使用する機会はかなり多
い。その結果，目本語の学習者の中には，ある程度のレベルまで達した者で
も，この種の語彙力が非常に乏しい者が多く見られる。極端な場合にはピた
とえぽ「たいへん」の一語ですべてすませてしまうようなことになる。この
種の語彙の豊かさとその用法の適切性はその学習者の日本語力を測る一つの
めやすにさえなりうる。
　この課で扱われる感動詞は
　　ほ一
　　ほら
　　まあ
　　う一ん
　　こらっ
の五種である。
　終助詞については，　「ね」と「な」が提出されるが，ここでは，終助詞だ
けをとり出すのではなく
　　そうですね
という形全体の用法・機能に注意しておきたい。これについては，後にくわ
しくふれる。
　接頭辞としてこの課で問題になるのは，「お」である。特に
　　ケーキはおきらいじゃありませんか。
　　どれがおすきですか
などの表現が敬語法の初歩として導入されていることに注意されたい。敬語
そのものについては，後の課で詳しく扱われる予定であるが，この表現はそ
こへの橋渡しの意味で導入されているものである。この課の主要学習項目
は，先に述べたように，比較・程度の表現と，「＿は＿が＿です」構
文であるが，それと同時にこの課が待遇表現へのアプローチになっている点
に注意しておいてほしい。
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　今まで述べてきたような学習の目的・内容に即して，この映画の企画の段
階では次のような点を考慮した。
　（1）比較・程度の表現及びそれをになうことの多い「＿は　　が＿で
　　す」構文がなるべく単純な形で現れうる場面を設定すること
　　この映画では，そうした場面として，いわば”お見合い場面”とでも呼ぶ
べきものを設定した。この場面は，会話の中での機能を考える立場から言え
ぽ，対話者同士がお互いに相手がどういう人間であるかをさぐりあう場面，
いいかえれぽ相手の定位のための場面である。こうした場面では，互いに相
手のある対象についての好き嫌いとか相手の能力（上手下手，何かが出来る
か否か）とかをたずねあうことがごく自然である。お見合いなどはこのよう
な会話の行われる典型的な場面である。
　②　待遇表現の初歩の導入のために適切な登場人物を設定すること
　ここでは，友人関係にある若い男女に，その女性の母親と年の小さい弟を
配することによってその目的を達している。
　ただし，こういう場面を設定したことによって，「＿は＿が＿で
す」構文のvariationの豊富さという面では制限が起こることになった点はい
なめない。この映画では，「＿は＿が＿です」構文はそのほとんどが
対話者を主題とするもの，いいかえれぽ「＿は」の部分に「わたし」　「あ
なた」あるいはそれとほぼ同様の機能を持つ「＿さん」の形を持つ。いわ
ゆる「象は鼻が長い」に類する表現は一例しか出てこない。これは「＿は
＿が＿です」構文をどのように導入し，どう展開し，どこまで到達する
かという問題に関係している。「＿は＿が＿です」構文のvariationに
ついては2．3．「語句，語法，文型」の項で詳しく述べるが，おそらく導
入のしやすさという点から言えば，ここでおこなっているように，「＿は
」の部分，すなわち主題の部分に「わたし」「あなた」及びそれに類するも
のが来るものから導入するのが良いであろう。しかし，もし，日本語の特徴
をきわだたせるような導入のしかたをすべきだと考えれぽ，いわゆるdOuble
－subjectの形を中心に導入し，展開していくのが良いということも言える。
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もちろんこの問題は，ある一つのコースの中で，教えるべき表現型をどうい
う順序で導入していくかという全体構想にもとついて考えるべきことであ
る。ただ，ここでは，前者を中心に導入する方針をとったために，「＿は
＿が＿です」構i文のvariationという点でかたよりが出ていることに注意
しておいてほしい。
　ここまで，この映画の目的と内容，およびそれに関する注意点を簡単に述
べてきた。最後にこの映画の主要学習項目である「比較・程度の表現」及び
「＿は＿が＿です」構文について教育上の問題点にふれておこう。
　日本語の比較・程度の表現は，英語などのそれに比べて，語順が逆になる
という点を除けば，意味・用法を理解させることがそれほど困難な表現では
ない。この表現の基本型だけに関して言えば，問題は意味・用法の導入より
も，型の定着にあるように思われる。この種の表現は，現在多く使われてい
る教科書の中では比較的に学習の初歩の段階で導入されることが多い。とこ
ろが，そのレベルの他の表現に比べると，特に比較の表現は一般に文節数が
長くなる傾向にある。そして，文節数が多くなれぽ，やっかいな助詞の数も
多くなる。そこで学習者は，まずもってこの長い文を一気に発話すること自
体に困難を感ずることになる。問題がむしろ型の定着にあると述べたのはそ
の意味である。
　さて，比較・程度の表現について，基本的意味の用法の導入も終わり，型
を定着させるための練習も終わったと考えよう。型の定着に問題があるとは
いうものの，この段階までであれぽ，この表現に関する教育はさしたる難事
ではない。実は，最大の問題はこの後にある。すなわち，この表現の日本語
社会における実際の運用の問題である。
　比較・程度の表現は，話し手の選択に関わる場合が多い。もちろん，客観
的にある物の方がある物より大きいとか小さいとかを表現する場合もある
が，われわれが日常生活で実際に使うのは，そうした場合よりもむしろ，話
し手に関わる場合，たとえぽ話し手の好き嫌いを表すとか，話し手がどれを
とるかとかいう場合が多い。そこでは，比較・程度の表現は，話し手の選択
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を表すことになる。
　ところで，しぽしば指摘されていることだが，日本人は自らの選択を直接
に生の形で言語表現にのせることをさける傾向がある。日本人はyes－noをは
っきりさせないと言われるのも，その一つの現れであろう。そもそも，自主
的に選択することを，あるいは厳密に言えぽ，自主的に選択したと見られる
ことを嫌う社会である。ミカンのたくさん入ったカゴを出されてすすめられ
ても，そこから一番おいしそうなのを選ぶことははしたない，たとえ手前に
あるものがいかにまずそうに見えてもそれをとらなけれぽならないというエ
チケツトめいたもののある社会である。言語表現としても，お菓子を出され
　　どれがお好きですか
ときかれて，
　　う一んそうですね，皆さんこれをおとりになったから，私もこれをいた
　　だいときましょうか
と答えたりする。
　外国人の日本語学習者にとって，比較・程度の表現に関してもっとも難し
いのは，こうした運用上の問題，そしてその裏にある日本語社会の理解であ
ろう。もちろん，この映画は，基礎篇第八課であり，いわぽ初級段階のもの
であるから，この種の問題にまで立ち入る必要はないかもしれない。しか
し，この段階でも態度の表明をぼかすための表現については，その基礎的な
ものを導入しておくべきであろう。実際，この映画でも
　　そうですね，
　　う一ん
などのこの目的のための表現が導入されている。比較・程度の表現の練習で
は，積極的にこのような表現を加えておく必要があろう。
　また，いわゆる程度の副詞の意味・用法が学習者にとってとらえにくいも
のであるということも，それらの多くが態度の表明をぼやかすための”あい
まい表現”に使われることが多いためである。この場合にも，そのあいまい
表現を要求している日本語社会の特性の理解が不可欠である。
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「＿は＿が＿です」構文についても，文法論上は主語論，提題論など
問題が多いとはいえ，実際上はさほど問題になる表現ではない。この文型の
場合の問題は，省略などの談話構造上の制約をどう練習の中に組み込むかと
いうことである。この点については，2．3．　「語句，語法，文型」の項でも
とりあげるが，ここでは，「＿は＿が＿です」という形のみを練習で
たたきこんでも，実際の日常の会話では役に立たない，省略，倒置などの談
話構成上の技法の学習が不可欠であるという点に注意しておいてほしい。
2．2．　構成一場面を中心として
2．2．1．　この映画での場面や言語表現については，以下の通り扱うことに
する。
　1．　映画の構成に従って場面を分ける時には，1，皿，皿，……のように
　　し，それを更に小場面に分ける時には，1－1，1－2，1－3……の
　　ようにする。
　2．　言語表現については，文単位で①②……のように通し番号をつける。
　　文を変形引用する時には，’の印をつけ，①’②’…のようにする。変
　　形引用がふたつ以上ある時には，’’’”…の順で’を重ねていく。
　3．　この映画中に現れていない文や語句を例示する時は，　［］付きの番
　　号をつけ，その変形引用には（2）の場合同様，’印をつける。文の語句の
　　束で例示する時も出現順に通し番号にする。
　以下の言語表現の扱いについては，文単位の認定に多少問題のあるところ
もあるかもしれないが，ここでは積極的にはその問題に触れない。なお，①
②……の文番号は，巻末に資料として付した使用語彙一覧で引用される文や
シナリオ全文でのものと共通である。
2．2．2．　この映画は，まずナレーションの部分と対話の部分に大きく二
分できる。ナレーションの部分を場面1，対話の部分を場面皿とする。
　場面1は，場面皿への導入の役割をはたすナレーションで，日時（日曜日
の午後），場所（良子さんの家），登場人物の関係（友達同士）を述べる。
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　場面皿は，この映画の実質的部分であり，学習項貝のすべてはここに含ま
れる。場所は良子さんの家の応接間である。
　場面皿は，その話題により次の八つに小区分する。
（場面番号）　（主題）　（文番号）
　卜一1　　日本画　　④～⑨
　皿一2　　画　集　　⑩～⑬
　n－3　　人　形（1）⑲～⑳
　n－4　　人形（2）⑳～⑳
　n－5　　ケーキ（1）　（珍～⑯
　H－6　　ケーキ（2）　⑰～⑭
　n－7　　ピアノ（1）　⑮～⑱
　皿一8　　ピアノ（2）　⑲～⑪
このうち場面∬－1からH－4までは，若い男女二人，和夫と良子の会話で
あり，いわゆる「ですます体」の基本型を守っている。この部分で主要学習
項目，文型もほぼ出そろっている。
　場面H－5から皿一8では，この二人の会話に良子の母，良子の弟（明）
が加わる。ここでは母と子供を加えることにより，敬語表現，子供のぞんざ
いな表現を導入する。文型そのものは皿一1から皿一4までと基本的には変
わらず，ちょうどH－1からR－4までの基本型に対するヴァリエーション
になっている。いわぽ，前半が基礎篇，後半は応用篇という関係にたつ。
　なお，場面皿全体の話題は，
　　絵一→人形一ナケーキー→ピアノ
の順にすすむように配慮した。
　場面H全体は，先に2．1．でもふれたように，一種の”お見合い場面”
る。実質的な情報の交換というよりブ相手の品定めに終始する。これは，「
比較・程度の表現」が生の形で出てきてもおかしくない場面を求めたためで
ある。また，友人関係の男女二人だけの会話に母，弟の二人が加わるのも，
相手の性向をきく必要のためであろう。こうした場面を設定したために，場
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面∬全体は，ほほえましいかわりにぎこちない会話となっている。これは先
にのべたように，これが日本語社会の中ではやや特殊な言葉のやりとりを要
する場面だという理由によろう。
　以下では，映画の構成に従って各場面ごとに言語表現上の問題点その他を
拾いながら説明していく。
1　良子さんの家へ
　以下の物語全体の場面設定のためのナレーション部分であり，主要学習項
目はここには含まれていない。
　①　　今日は，日曜日です。
　②　　朝からとてもいい天気です。
　③　　和夫さんは，午後，友達の良子さんの家（うち）へ行きました。
　曜日を表す
　　今日は，＿です。
の形については，ほとんど問題はないであろうが，報告体のnarrativeの場
面設定の形式として重要なのでその点についてだけ触れておこう。報告体の
narrativeとは，ある人に対してひとまとまりの物語を伝えるという形の言
語行動であるが，narrativeでは通常はこの場面1に現れるように，場面設
定の表現が最初に現れる。ただし，①のような形は映画のように視聴者がこ
れから描かれる物語を共時体験するような場合には可能であるが，言語だけ
でそれを物語ろうとするときには使えない。その場合は，
　①’その日は，日曜日でした。
　①”それは，ある日曜日のことでした。
　①’”ある日の日曜日のことでした，
などになるのが普通の形である。これは，たとえぽ，この映画について学生
にどういう物語であったかを口頭発表させるような練習をする場合に重要な
ポイントになる。もしこのような形で学生に報告させるとすれぽ，場面1全
体は次のようになるであろう。
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　　朝からとても天気のいいある日曜日のことでした。その日の午後，和夫
　　さんは友達の良子さんの家へ行きました。
注意すべき点は，日本語では報告体のnarrativeの場合に，①のような形で
スタートすることは，小説，映画などを除いて日常の会話ではほとんどない
が，英語などでは必ずしもまれではないという点である。学習者の中に口頭
で話をさせるとその話の中に登場する人物になりきったような話し方をする
者がときどきあり，日本語としてはおかしい感じを与えることがある。これ
も同じ理由による。
　③は報告文の形をとっているが，ここの「午後」の使い方は純粋に報告を
する時の使い方ではない。
　〔1〕　彼女は，午後，買い物に出かけた
　〔1〕’彼女は，その日の午後，買い物に出かけた
〔1〕’が，日時をも客観化した表現であるのに比べ，〔1〕は話し手がある特
定の日時に入りこんでいる表現である。もちろん，こうした問題は初級の段
階で立ち入るべきものではないので，ここではこれ以上の説明はさけるが，
学生に報告体の話をさせるときには注意すべき問題である。
　なお，①の曜日の言い方に対して，月日の言い方は第十課で，時・分の言
い方は第五課で扱っている。また，③の「友達の良子さん」は
　〔2〕　大学教授の山田さん
　〔3〕　となりの家の犬のポチ
などと同じ形で，それぞれ
　〔2〕’　山田さんは大学教授だ
　〔3〕’　ポチはとなりの家の犬だ
を名詞化してできたものと考えられる。ただし，「＿は　　だ」の形がす
べてこの形に名詞化できるわけではない。
　〔4〕　東京は日本の首都だ
　〔5〕　日本の首都は東京だ
　〔4〕’　日本の首都の東京
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　〔5〕’東京の日本の首都
〔5〕’　は，成立しない。
　③の「良子さんの家へ行く」は，「良子さんへ行く」と言ってしまう学生
がいるので注意が必要。
H　応接室で
　ここからこの映画の実質的内容に入る。場所は一貫して良子の家の応接室
である。先に述べた小区分の順に場面を追っていこう。
皿一1　壁の日本画を見ながら
　応接室で和夫と良子がすわっている。壁には日本画がかかっている。
和夫「④　日本画ですね。……
　　　⑤この絵は，いいですね。」
良子「⑥　和夫さんは，絵が好きですね。」
和夫「⑦　ええ，特に日本画が好きです。
　　　⑧良子さんは？」
良子「⑨う一ん，日本画は，洋画ほど好きではありません。」
　⑥⑦は，この課の主要学習項目の一つである「＿は＿が＿です」構
文。ここでは「が」がいわゆる対象を表す場合をとりあげている。・
　⑨は，もう一つの学習項目である比較・程度の表現で，この文型の基本的
用法は次のようなものである。
　　　Aおたくはずいぶんかせいでるんでしょうな。
　　　Bなに，おたくと同じぐらいですよ。
　　　Aいや，うちはおたくほどもうけちゃいませんよ。まあ，ぽちぽちで
　　　　すな。
すなわち，同等ではないかという前提を否定する場合である。この映画での
⑨はとくにそのような前提を持っているとは考えられない。そこで，この⑨
は
　　⑨’（う一ん）日本画より洋画の方が好きです
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と等価ということになる。この二つの文型，すなわち
　　〔6〕Aは，Bほど好きではありません。
　　〔7〕AよりBの方が好きです
がほぼ等価に使われるのは，「すきです」の反対語「きらいです」を使った
等価の表現，
　〔7〕’　BよりAの方が嫌いです
が普通は使われないこと，また「すきです」の否定形を使った等価の表現，
　〔7〕”　BよりAの方が好きではありません
が一般に「BよりAの方が好きということはない」の意味にとられることな
どの理由により，〔7〕の逆あるいは否定の形が表現として欠落しており〔6〕が
〔7〕’，〔7〕”にほぼ等価の表現としてその欠落を埋めているからだと思われ
る。では，このほぼ等価の二つの表現はどのように使いわけられているのだ
ろうか。考えられる一つの説明は，〔6〕には「＿は」が含まれていること
から，主題が確立している時は〔7〕ではなく〔6〕を使うという説明である。
映画の用例でいえぽ，和夫が⑦で「日本画」を主題として提出しており，良
子は⑨でその主題を受けて「日本画は」の形をとり，その結果〔7〕ではなく
〔6〕の文が発話されることになったということになる。しかし，この説明は
成立しないように思われる。なぜなら〔7〕の「＿より」の部分も主題を表
しうるからである。あるいは，主題性をはっきり出すのであれぽ「＿より
は」の形にしてもよい。いずれにせよ「主題」による説明は妥当性を欠く。
　もう一つの説明，おそらく妥当な説明は，この二つの表現の使いわけは，
「好きです」という肯定形を使うか，「好きではありません」という否定形
を使うかの選択によるというものである。すなわち〔7〕でなく〔6〕が出てく
るのは，
　a．「好きではありません」という否定形を使う積極的な理由がある。
場合か
　b．「好きです」という肯定形を使わない理由がある（否定形を使う消極
　　　的な理由がある）。
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場合である，映画の実例はこのaの場合に相当する。すなわち和夫に⑦で「
日本画が好きです」と言われ，追いかけて⑧で「良子さんは」と問われてい
る。そこで良子の否定の気持ちに対応する表現として「和夫は……好きだ」
に対して対比的に「私（良子）は……好きではない」が出てくることにな
る。先に述べたように，「和夫は……好きだ」に対比的な表現として〔7〕の
文型を「私は……嫌いだ」，「私は……（好き＋neg）だ」の形にして使う
ことは通常しない。とすれぽ必然的に〔6〕の文型，すなわち⑨が出てこざる
をえない。
　ここでは，⑨に〔6〕の文型が使われている理由をaの要素を使って説明し
たが，この用例の場合に，bの要素が全く働いていないかというとそうは言
い切れない。bの要素が働く理由としては，たとえぽ次のようなことが考え
られる。すなわち，先に2．1．で述べたように，日本語社会の中では，話し
手は自分の選択を直接に表現するのをさけようとする心理が働く。特に何が
好きかというような問題についてはこの傾向が強い。とすると，比較の表現
の場合にも，「好きだ」という明確な意志表示よりも「好きではない」とい
う消極的な意志表示が選択されるであろう。特に，この用例では和夫の「日
本画が好きだ」という意見に対して，良子は対立したくないという心理的コ
ンテクストを持っている。その場合には，〔7〕はさけられるはずである。ま
た，〔6〕は〔7〕よりも「Aも好きだ」という含みをはっきり持っている。そ
こで，ここでは〔7〕よりも〔6〕が，文としては⑨が選択されることになる。
おそらくこの用例の場合は，a，　b二つの要素がともに働いていると考える
べきであろう。
　皿一1で使われている語彙について注意すべきものがいくつかある。
「日本画」対「洋画」
　通常「西洋」に対する言葉は「東洋」だが「日本」対「西洋」の対で使わ
れるものもいくつかある。これらは一般には
「和」対「洋」
の対として使われる。たとえば，
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「和服」対「洋服」
「和裁」対「洋裁」
「和室」対「洋室」
これに対し，「日本」対「洋」で使われるものは，　「日本画」対「洋画」の
ほかに，
「日本間」対「洋間」
などがある。また，映画については，絵と同様に「洋画」が使われるがそれ
に対することばは「邦画」あるいは「日本映画」である。
　また，　「洋画」対「日本画」の対と平行して「洋画家」対「日本画家」と
いう対があるが，「洋画家」は通常，日本人の画家の場合に使われる。たと
えぽ，ゴッホを洋画家であるとは言わない。
　⑦の「特に」は，話し手が主観的にほかのものから選別する意を表す副詞
だが，「とても」　「ずいぶん」などのいわゆる程度副詞と「同じような用法
が出てきているようである。程度副詞については，2．3．「語句，語法，
文型」の項で述べるが，用法の変化がはげしいことに注意したい。
　⑨の「う一ん」は，判断し難い時，あるいは判断を直接に口に出したくな
い時にひんぽんに使われる。皿一3の「そうですね」のところで再度とりあ
げる。
H－2　画集を見ながら
　和夫と良子はいくつかの画集をひっばり出して，お互いの絵に対する好み
などを語り合う。
和夫「⑩　良子さんは，西洋の画家の中で，だれが一番好きですか。」
良子「⑪　私は，ゴッホが好きです。」
和夫「⑫　僕も，ゴッホは好きです。
　　　⑬こちらの絵とこちらの絵と，どちらが好きですか。」
良子「⑭　そちらの絵の方が好きです。
　　　⑮和夫さんは？」
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和夫「⑯　僕も，この絵が好きです。
　　　⑰こちらの絵は，あまり好きではありません。」
良子「⑬　そうですね。」
　ここでは，教育上の見地から典型的な比較・程度の表現を入れているの
で，実際には起こり得ないような会話になっているが，これは，場面n－5
以降で待遇関係を導入して，いわぽ応用篇を学習する前提として，表現の基
本型を学習させるためと考えてほしい。
　ここで導入される比較・程度の表現は，
　〔8〕　Aの中でどれ（だれ）が一番好きですか
　〔9〕　（Aの中では）Bが（一番）好きです
　〔10〕　AとBと（では）どちらが好きですか
の三種で，〔10〕に対する答は，既出の〔7〕が基本型で，先に述べたように
〔6〕も使うことがある。
　〔8〕，〔9〕の質問応答は，三つ以上のものからの選択，すなわち多項関係
の選択を表し，〔10〕，〔7〕の質問応答は二つのものから一つを選ぶ，二項関
係の選択を表す。〔9〕でrAの中では」が言語表現として現れるのは，次の
ような場合が多い。
　⑩’西洋の画家の中で，だれが一番好きですか。
　⑪’西洋の画家の中では，ゴッホが好きですが，実は洋画はあまり好きじ
　　　ゃないんです。
すなわち，質問者によって提出された選択範囲に対して，その範囲内ではこ
れを採るが他の範囲が考えられるという場合である。〔10〕あるいは
　〔7〕　（AとBとでは）AよりBの方が好きです
に「AとBとでは」の形が現れるのも，ほぼ同じようなコンテクストでのこ
とが多い。
　⑪に対して賛意を表すときには，
　⑫’僕も好きです。
のように，主題の「ゴッホは」を省略するのが普通であろう。⑫のように，
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「ゴヅホは」をわざわざ加えると，多少そっけない感じを党ける表現になる
場合があるようだ。それは，「は」が対比的な機能を前面に出してくる場合
で，そのときは，「ゴッホ」についての話をきりあげて，ほかの話題に移ろ
うという気持ちが出てくるからだと思われる。
　⑰の「あまり」は話し言葉では「あんまり」となることが多い。また，文
末に否定を要求する形で使われるときは，程度の表現というよりむしろ否定
をやわらげる機能をはたしていることが多い。次のような例では，　「あま
り」は程度とは全く関係がない。
　　　　Aひとついかがですか。
　　　　Bいやあ，実は，甘いものはあんまり……
否定をともなわない場合は，
　　　　あんまり働きすぎると体をこわしますよ
のように「程度」の副詞として働く。
　まったく同じコンテストにもかかわらず⑭では「……の方」を使い，⑯で
はそれを使わないのは，⑯では質問を多項にとったため，すなわち⑯を〔8〕
の形の質問に対する答として発話したためと考えられる。実際，二項関係と
多項関係は，質問の形では厳密に使いわけられるが，答の方は多項関係のも
のが通用されることがしぽしぽある。
　なお，この課全体に数多く現れる「は」　「が」の基本的な機能について
は，第三課の解説書を参照されたい。
　この場面で語彙的に注意すべきなのは，まず「ぼく」と「わたし」の使い
わけであろう。「ぼく」は男性の用語であるが，現在の日本語での用法は，
「男子が年令にかかわらず，”いい子”であることを要求される場面で自称
詞として使う」ということであろう。ある程度の礼儀正しさとある程度の親
しさを表すときに使われている。
　また，「ゴッホ」については，発音上の問題に注意しなけれぽならない。
日本語では，中国，台湾，南北朝鮮などの例外を除いて，外国の地名，人名
などはいわゆる「原地読み」をするのが普通であるが，英語，フランス語，
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ドイツ語などでは原語のアルファベットを自国語風に発音することが多い，
そのため欧米系の学生は「ゴッホ」を「ヴァン　ゴーグ」として頭に入れて
いるので，「ゴッホ」がだれであるかがすぐには理解できないはずである。
皿一3　人形を見ながら（1）
　絵についての会話が一段落した後，和夫と良子は人形ケースのところに行
き，人形についての話をする。この部分の学習項目はH－2と同じである
が，ここでは正規の形による質問応答にはなっていない。その意味ではH－
2より現実の会話に近く，言語運用の問題に足を踏み入れているとも言え
る。
和夫「⑲　ずいぶん人形がありますね。」
良子「⑳　ええ。
　　　⑳どの人形が好きですか。」
和夫「㊧　そうですね。」
　比較の表現については，ここでは新しい学習項目は先にあげた〔8〕の「ど
れ」のかわりに「どの＋名詞」を使う形だけなので問題はなかろう。
　注意すべきなのは，⑳の質問に対して，㊧で答える答え方である。㊧は，
皿一2の⑱とまったく語形は同じだが，⑱が「あなたのいうとおりです」の
意であるのに対し，こちらは判断の逡巡あるいは発話の躊躇を表す。判断の
逡巡の場合は，いわゆる考え込むという行為に相当し，話し手側のみのいわ
ば内部事情による。それに対して発話の蹟躇の場合は，話し手が聞き手に対
して以下の発話がどういう影響を与えるかを考えることから来る。次のよう
な例が典型的である。
　　　Aおい，もうちょっと安くならんかね。
　　　Bそうですね，ちょっとこれ以上は……
この∬－3の用例は判断の逡巡の場合と考えられるが，比較・程度の表現の
疑問形で質問されて，発話の躊躇の「そうですね」あるいはそれに類する⑨
の「う一ん」などの表現で答える場合が多くあることに注意しなけれぽなら
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ない。これは，先にも述べたように，日本語社会の中で自らの選択をストレ
ー トに発話することをさける傾向カミあるということによる現象であろう。日
本人ははっきりノーと言わない，「そうですね」と言ってことわるという外
国人の非難も同じ理由による。
　あるいは比較・程度の表現を最初に導入する初級のレベルでは，こうした
問題は教える必要がないという意見もあるかもしれない。しかし，この種の
表現が身につかずに中級，上級と進んだ学習者は，日本語でのなめらかな会
話ができずに苦労することになる。それをさけるためには，初級の段階から
少くとも種だけはまいておく必要があろう。この段階から「そうですね」な
どの練習を加えておけぽ，先にあげたような非難は生じないはずである。
　⑲の「ずいぶん」は「普通の程度を越えて」の意味を表わす副詞。予想を
越えるというケースが多いので，一種のおどろきを表すことが多い。　「かな
り」などと同様に，⑲の例や
　　　ずいぶんお会いしませんでしたね。
などの例では，　「程度を越えて多い，長い」などの意を一語で表わす。
　皿一4　人形を見ながら（2）
　H－3に続いて和夫と良子は人形について話し続ける。ここでの学習項目
は，「＿は＿が＿です」構文である。
和夫「⑳　この人形は，ずいぶん背が高いですね。
　　　⑳どこの人形ですか。」
良子「㊧　そちらは，京都の人形です。
　　　⑳　こちらは，フランスの人形です。
　　　⑳この人形は，おもしろいことができます。」
和夫「⑳　どんなことができますか。」
良子「⑳　ほら，おじきができます。」
和夫「⑳　ほう一，おもしろいですね。
　　　⑳　でも，変なおじぎですね。」
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　ここで導入される「＿は＿が＿です」構文は，いわゆる「ぞうは鼻
が長い」型の文と「＿＿ができる」の形の可能表現である。これらについて
は，2．3．「語句，話法，文型」の項で扱うのでここでは触れない。
　可能の表現については第十七課がそれをもっばら扱う課なので，そこの解
説を参照されたい。ただ，ここでは⑳と⑳の「ことができる」と「＿する
ことができる」の「こと」のちがいにだけ注意しておいてほしい。
　⑳の「ほう一」は感嘆を表す感動詞。⑳の「でも」は，直前の発話に逆接
的なコメントを付けるときなどに使う接続詞で，「とは言っても，とは言
え」の意を表す。日常会話で頻用される。
皿一5　ケーキをめぐつて（1）
　良子の母と弟の明がケーキを持って入って来る。以降，母と明を含めた4
人の会話となる。皿一1から1－4までの基本型による学習から，母の使う
敬語表現，明のplain　formあるいはnon－polite　formによる表現へと学習が
展開していく。H－5では，母と和夫の対話なので，敬語表現の方向へ応用
が進む。
母「⑫和夫さん，ケーキはおきらいじゃありませんか。」
和夫「⑬　いいえ，好きです。」
母「⑳どれがお好きですか。」
和夫「⑮　これをください。」
母「⑯どうぞ。」
　ここでは「お好きです」　「お嫌いです」の形が敬語法の初歩として導入さ
れている。この「お＿です」の形は，「aはbです」　「aはcがbです」
の形のa及びcのところに来る人間あるいはその所有物に対して敬意を表す
場合に使われる。この形のbのところには，形容詞，形容動詞，名詞がくる
ほか，動詞も来ることができる。次のような例の場合である。
　　　先生，ウィスキーは何をお飲みですか。
　　　石井先生は，美しい奥さまがおいでです。
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　⑫の否定形による質問に対して，⑳で「いいえ」で答えるのは，英語など
との対照の上でよく知られている事実であるが，この表現に初めて接する学
習者には注意してやる必要がある。ただし，こういう場合に質問の形が否定
形であれぽ必ず「いいえ」で答えるというわけではない。たとえぽ，
　　　Aいっしょに帰りませんか。
　　　Bええ，帰りましょう。
これは，Aの発話が形としては否定疑問であっても，その実質的な機能は「
さそい」なので，Bの「ええ」もその「さそい」の受諾としての「ええ」に
なっている。
　⑭の「どれがお好きですか」は，形としては前出の⑩と同じであるが，コ
ミュニケーション全体の中での機能を考えれば，単なる疑問文ではなく，　「
好きなのをおとり下さい」の意味の命令文であると言える。そこで⑭に対す
る答は
　⑮’これが好きです。
ではなく，⑳の形になる。もし，この場面で，⑮のかわりに⑮’と答え，母
もそれを聞いて何もしないとしたら，コミュニケーションは成立したとは言
えなくなってしまう。
皿一6　ケーキをめぐって②
　ここでと良子の弟，明の発話が入る。明の発話は，皿一6ではplain　form
あるいはnon－polite　formに終始する。これは，母，良子，明の家族内で
のみ対話が行われているためである。この範囲内では，良子の発話も，plain
formで出てくる。
母　「⑰　明は？」
明　「⑱　僕，ショートケーキが食べたい。」
母「⑲良子は？」
良子「⑳　私も，ショートケーキが欲しい。」
明　「⑳　あっ，こっちより，そっちの方が大きい。
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　　　⑫そっちのショートケーキの方がいいな。」
母　「⑬　まあ一，
　　　⑭　こらっ。」
　この部分の学習項目は，これまでに出てきた表現をplain　formに応用する
ことと，「＿は＿が＿です」構文の一つのパターンとして「＿が
＿したい」　「＿＿がほしい」などの欲求表現を導入することである。この
表現の詳細については，第十八課の解説書にあたられたい。
　ここの会話全体がplain　formで行われていることに対応して，∬－2，
H－4などに現われた「こちら」　「そちら」が「こっち」　「そっち」の形で
登場する。ただし，この形の対応が厳密にplain　form対polite　formの対応
に平行的なものでないことは，前に述べた。
　⑫の「な」は，本来，自分の判断，希望などを自分に言いきかせるような
時に使う終助詞だが，⑫のように子供や女性などが「＿たい」　「ほしい」
などに付けて，何かを要求するときの高等戦術として使うことがある。相手
が聞いていることを承知の上でひとりごとのようにつぶやいてみせるところ
が高等戦術たる所以である。
∬－7　ピアノ（1）
　ケーキを食べた後，良子はピアノをひきはじめる。話題は，ケーキからピ
アノに移る。皿一6は，家族内の会話なので，plain　formが使われたが，こ
こでは和夫が加わるので明もpolite　formを使っている。
和夫「㊧　お姉さんは，ピアノが上手ですね。」
明　「⑯僕の方がもっと上手ですよ。
　　　⑰ねえ，お姉さん。」
和夫「⑱　ああ，本当に上手だ。」
　ここでは，「＿は＿が＿です」構文として「＿が上手だ，下手
だ」の形が提出される。
　比較・程度の表現としては，⑯の「もっと」が重要。また，⑫の「本当
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に」は，もとは「おっしゃったとおりに」の意味であろうが，程度の副詞と
して使うことも多い。その場合は「とても」とほとんど同じ意味になる。
　なお，⑰の「ねえ」は，⑯に対して同意を求めているのではなく，「ね
え，お姉さん，ピアノ，かわって」の意味である。
H－8　ピアノ（2）
　ピアノについての会話の続き。ここでは「＿は＿が＿です」構文の
既出のものを使って総復習をするとともに，省略，plain　formとpolite　form
との変換などをもとり入れた現実的な表現の提示を行う。
明　「⑲　和夫さんは，ピアノができますか。
　　　⑳聞きたいな。」
和夫「⑪　僕は，下手ですよ。」
　すぺて既出の表現なので特に言うべきこともないが，⑲⑳でpolite　formと
plain　formを両方うまく使ってあるのに注目してほしい。　pohte　formと
plain　formを同一の場面の中で使いわける練習は，教育の現場ではあまり行
われていないし，実際，練習を作るのがとても難しい。ここでは，先に⑫ンこ
ついて述ぺた「な」の自分に向けてひとりごとのように発話する形を使っ
て，polite　formとPlain　formを使いわけている。練習のパターンを考える
ときの良い参考になろう。
2．3．語句，語法，文型
　2．2．では映画の構成に即して主要な文型，注意すぺき語句，語法など
を説明した。ここでは，この課の主要学習項目である比較・程度の表現と
「＿は＿が＿です」構文について問題点を整理してみる。ただし，比
較・程度の表現については，2．2．でやや詳しく扱ったので，ここでは簡
単に触れるにとどめる。　　　　　　　　・
2．3．1．　程度の表現
　程度の表現，比較・程度の表し方に関して，注意しておくべきことは，そ
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の用法が転化しやすいという点である。似前，一「最も偉大な人物の一人」と
いうような表現がおかしいとして問題碍なったことがある。・これ｝痴おそら
く英語からの翻訳調なのだろうが，1そもそももとの英語の最上級の意味力ミ，
いわぽ”すりきれ”てきていることから来た表現である。最上級は，、本来は
唯一最上のという意味だったが，現実には程度が高い場合にも流用され，そ
の結果，　”very　best”などという表現を生むことになった。　、
　このような事情は日本語でも同じである。たまたま英語には，最上級とい
うきまった形式があるので，．とくに奇妙に感じられるのであろう。日本語で
は，たとえぽ，　「最近小ということぽは本来は最上級の意味を持っていたは
ずだが，次のような言い方がもはやおかしくなくなっている6
　　ごく最近つくられたものなので…　　　　　　．、．こ．w
　　比較的最近，関心を持った…　　　　　　　　’’”　・　　　　．
　　もっ，ども最近の例どしては…二”パ　＾　　∵　メ’，・D：
また，F最高］も，同じく最上級の表現であるはずだカミ，近頃の次のような
言い方は単に程度の高さの表現であろう。　　　・r　’　、∫、　一
　　こいつは，最高にう．まいね．㌔．1　　　＾㌔＼　　㌧　　　　、’・，　”：
　最上，あるいは非常に程度の高いζと1を表す表現は，’使い古されるにつれ
て，．その意味が新鮮さを失い，新しい語にとりかわつたり，その意味する程
度が下降したりする現象がいちじるしい。この領域のことぽに流行語がよぐ
生じるのもこのためである。
　最近では，「限りなく透明に近いブルー」という小説が芥川賞をとり元も
てはやされたころに，，　　．・1　．　〉
　　今日は，限りなく疲れた。　‘・　　　　　　1　　∵　、
という言い方が流行しだ。　・　　”
　ところで，．日本語教育の世界では，英語の”very”にあたる表現として「
とても」を使うのが普通のようである。これにほぼ同意のことばとしては「
非常に」があるが，これは漢語系のことばであるため，日本語教育では故な
く軽視され，シ下とても⊥がこの意味を表すことぽの基本語となっているので
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あろうぱしかしう一この，「とてもJも：現在の用法は流行語としては・じまった
ものであ’る。∵「とても」：が．「どてもおい七い玉などのような用法を獲得した
のほ，大正年間だといわれてい‘るダそれまでは罫己れぱ必ず下に打消しめ意
味のことぽを伴って使われてL・た。．…．’へ’∵．，：1．’㌧　∵’、1．～．
　　とんな庭たくさんはとても食べきれませんσfい，1ドパ、　　’二
”「とても」’の薪用法ぱ，日本語教育の基本語とされるほど定着してしまっ
たが，’それでもまだ，私は使わないという人も残∋ている。∵　　’：，＾μ
　「とても」’と同様の用法の変化が現在進行中の語としてTぜんぜん」があ
る。’ 最近の若い人の間では，㌧”　　パ　’　ドー　ぼ・｝，，
三二芒っちの店の方がぜんぜんおい・しいわよ6’こ　　∵　　…
という言い方が稀ではない。この用法は，まだ多ぐの人がおかしい「と感じる
ようであるが，何年か後には定着するのではあるまいかざ，打消しど呼応する
副詞に用法の転化カミおこケやすいのは，おそらく，打消しという語気の強さ
をそれと呼応する副詞に代表させて程度の誇張に使うからであろう。一
　この種の問題については，佐久間鼎「現代日’本語法の研究」，’（1952）・に「
程度の表現における品等の移動」（，P．5）として説明カミある。、また同「言語
における水準の転移」『（1943）・は，人称代名詞について伺種の問題を扱った
もので参考になるところが多い。　’　一㌧，．・・，’一∴　　　　∴．
・ 日本語教育の現場で，比較，程度の表現に関して，’学習者にもつとも意味
・用法をめみこませにくいのは，，「かな力」，「わりに」「相当⊥「なかなか
」などめ中位の程度を表すことぽであろう。、これちの語の意味用法を一つ一
つ述べる必要はないと思われるので，「ここではその運用について一言のべて
おこう。これらの言葉の運用上の問題としてまずあげるべきことは，この種
の言葉が表現のきつさをやわらげるためにしぼしば使われるということであ
る。ある事について評価を下す際に、自分め判断どしては評価が定まってい
ても，聞き手のことを考えて断定したくないという状況は日常よくあること
である。こういう場合に「かなり」などの語が愛用される。この用法から，
人によっては，口ぐせのようになり，間投詞的に使う人さえみられる。文章
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を書く時には，「かなり」などを多用することは文章の意味をあいまいにす
るとしてさけるべきものとされているが，しかし，話しことばの中では，口
ぐせのように使うことは論外としても，この種のことばが持つコミュニケー
ションを円滑にする機能は重視すべきもめと思われる。
　この種の語の運用に関して注意すべきもう一つの点は，先のこととも関係
するが，この種の語は使われるコンテクストによって，読みとり方を変えな
ければならないという点である。この種の語に共通する基本的意味は，おそ
らく程度に関して「普通以上であるが，最高ではない」ということであろう
が，この意味内容は，使われるシチュエーションによって，前半を強調した
読み方をすべきときと，後半を強調した読み方をすべきときがある。たとえ
ば，学校の先生が生徒にむかって
　　今学期は，かなりいい成績だよ。
と言えぽ，「普通以上である」を強調した読みをすべきだが，ある企画を意
気ごんで説明したのに上役が
　　うん，かなりおもしろい案だが……。
と言ったとすれば，それは「最高ではない」の部分を表に出した読みをすぺ
きであろう。この二つの読みのどちらをとるべきかは，人間関係，その場の
状況などを含めた広い意味のコンテクストによって決まる。
　いずれにせよ，程度を表す副詞類の中でも中位の程度を表す語は，用法に
微妙なニュアンスの違いがあり，運用上もそのコンテクストに細心の注意を
払わなければならないなど，教える際には困難の多い語群である。日本語教
育では，特に初級の段階においては，こうした副詞類は教える必要がないと
いう考え方もあるようである。しかし，コミュニケーション上の重要さを考
えれば，これらをさけて通ることはできないはずであろう。
　最後に，程度を表す副詞類の基本的なものを国立国語研究所「分類語彙
表」1964から引用してあげておく。
　　割合に　　　　　　　　割に
　　幾分　　　　　　　　やや
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　　比較的　　　　　　　よほど
　　だいぶ　　　　　　　　だいぶん
　　ずいぶん　　　　　　　かなり
　　なかなか　　　　　　　存外
　　相当　　　　　　　　　けたはずれに
　　けたちがいに　　　　　段ちがいに
　　格段に　　　　　　　ずっと
　　すこぶる　　　　　　はなはだしく
　　いたく　　　　　　　大層
　　大変　　　　　　　　非常に
　　実に　　　　　　　　　まことに
　　大いに　　　　　　　　ごく
　　ごくごく　　　　　　至極
　　きわめて　　　　　　　至って
　　ばかに　　　　　　　　　いやに
　　むやみに　　　　　　　やたらに
　　むやみやたらに　　　べらぼうに
　　法外に　　　　　　　滅法
　　とてつもなく　　　　とても
　　極度に
2．3．2「＿は＿が＿です」構文
　「＿は＿が＿です」構文は，日本語に特徴的な構文であるとよく言
おれる。目本語だけに特徴的であるかどうかは疑問があるとしても，日本語
でごく普通に用いられるが，たとえば英語には見あたらない構文であること
はたしかである。
　この構文については，主語論，提題論などの名のもとに数多くの文法的研
究が発表されている。そこで，ここでは文法的な問題には立ち入らずに，実
際の教育上に応用しうる分類ということだけを考えてみたい。文法上の問題
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については，4．「おもな参考文献」の項にあげた諸研究を参照されたい。
　ここで分類の対象とする「＿は＿二が＿です」構文は次のようなもの
である。なお前にも述べたが，ここで「一」ほ＿が＿です」構文ど呼ぶ
ものは，「＿です」の部分にくるものが形容詞，形容動詞，名詞ギ「で
す」の形のみに限るものではない。働詞がくるものをもこの名称で代表させ
ていることに注意してほしい。　　”∵　1　　　　　　　寸”
　〔1〕　この本は山田さんが書いた。　　・　㌦　　　　　　　　1’；・
〔2〕この本は私が読みたい。：’㌘ヤ’
　〔3〕あの人は気がいい。　　　　　1』㎡　　　　　　　パ、
　〔4〕　この歌手は人気がある。　　　∴　』　　　　　　　　’
　〔5〕辞書はなるべく新しいのがいじ・δい’∵　　　　　　　　’＾
　〔6〕　セーターはうす手のものがはやっている。　　　　　　1　ツ
　〔7〕　オーノミーはカシミヤがいい。　　　』’ヂ
　〔8〕　花は桜がきれいだ。　　　　　二　　　　　　　　　・’”
　〔9〕　僕は映画が見たい。　　　　　　∴’
　〔10〕　私はお金が要る。　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　’
　〔11〕　象は鼻が長い。　　　　　　　∴・
　〔12〕　京都は秋がいい。
　〔13〕石井さんは奥さんがフランス人だ6’　　　　　　・・
　〔14〕　山田先生は長男が入院した。
　〔15〕　（犯行の）場所は，屋内説が圧倒的だった。
　〔16〕・ああ，やっぱり風呂は気持ちがいい。
用例は，〔5〕〔11〕〔15〕を三上章「象は鼻が長い」1960，〔8〕〔16〕を柴谷方良
「日本語の分析」1978，〔14〕をTakash輌Ma§uoka　rDouble－6ubjeCt　Con－
structions　in　Japanese」1979より借用した。
　これらの用例は，もっとも細分した場合には次の8つに分類しうる。もち
ろん，分類の基準の立て方によりほかの分類も可能であろう。他の分類は，
おそらくここでの小区分のいくつかをまとめる形になるはずである。以下，
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これまで躍出ξれた分拠蝉早・盲芦しなカ～ら・八凶分の各々を説明・し
てい≦ことにしよう。　　　　　　　　　、　　、　　　　　　　　、
モ）調例工1〕㌧，〔2〕、∵㎡、，。．・∴、，．、、∴．
こ興厨る「丁宍亡が・一です」・文嘩卿田す⇔膓・！！！，〔2〕
でし1ぱ・・．∵一ご＿…　　．，、，
　〔1γ．山田さんがこの本を書いた。　　　　　　　、　　　　，
　〔2〕’私がこの本が読みたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　クシ　　　　　　　　　　ロ　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　
から・文節腰勲取り立てて・．主蹄し襲のと考えられる？，取り立てら
れるのは・「一が」L封「一に」など珍く・．口し〔勾’でぽ
れそれ「この本を」　「この本が」だが，副詞節でもかまわない。たとえぽ，．．
qτ〕どつもは・・石井さんカミ来る。べ、、．　～一．・．　　一
なお，「主題」という用語は，術語として確立したものでなく，．題目（三上
前掲書，柴谷前掲書）い提題、．topicなどもほぼ同義でつかわれる。
　三上前掲書によれぽrXハ」の機能を分類すると，次のようになるとい
うo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、．　　．　／　．・　、
代行｛；濃三ヲ’＝∵：∵
舗
｛羅1鶯璽㌫⑳一，・・、
ここで1）として分類したものは，三上同書の分類の「代行」の「1．連用」，
に相当する。、三上同書では，表中に「カラ」副詞節の代行をとりあげていな
いカミ，　「カラ」については，　　　’・　　　　　　　　　　　1
　〔18〕A朴君から便りがあったよ。
　　　　Bそう。金さんからは？　　　　　　　　　　　　　，，
　’　Aいや，二金君はこのごろ便りがない。　　　　”
などの用例が考えられる。この用例ば柴谷前掲書による。なお，「代行」と
いう．のは，「＿は」による主題化が行われた文では，そのrは」カミ基本の
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文の「ガ」「ヲ」「二」などの任務を代行しているという意味である。
　このタイプの「＿は＿が＿です」構文は，教える際に問題となるこ
とはあまりない。基本的なポイントは，この構文の導入以前に「は」を主題
を表すものとして学習者の頭にたたきこんでおくことであろう。逆に言えぽ
「は」をsubjectであると考えるクセをつけないようにすることである。た
とえば，「＿は＿が＿です」構文導入の前に，副詞節の主題化の構文，
　〔19〕　日曜日は，デパートへ買物に行きました。
　〔20〕朝は，コーヒーとパンをたべます。
などを充分に練習しておくのも一つの方法である。
2）　用例〔3〕，〔4〕
このグループに属するものはほかのグループに比べて一般に次のような特徴
を持っている。
　a．「＿が」の部分を疑問詞にすることができない。
たとえば，
　〔3〕’あの人は何がいいのか？
　〔4〕’　この歌手は何があるのか？
は，ほとんど意味を成さない。
　b．同様に，
　〔3〕”あの人のいいのは，気だ。
　〔4〕”　この歌手にあるのは，人気だ。
も意味を成さない。
　以上のことから，このタイプの文の「＿カミ＿です」の部分は，意味上
分離することができないということがわかる。すなわち「＿が＿です」
の部分がイディオム化していて一語として扱うべきだということである。教
育上も，当然，一語として扱ってしかるべきものである。
　ただし，このグループの文をほかのグループ，特に，後述する〔11〕〔12〕の
グループのものと厳密に分離しうるかどうかは問題のあるところである。こ
のグループに属すとした〔4〕は，〔3〕に比べて，〔4〕’〔4〕”の形にした時の
　　　　　　　　　　　　　　　一32一
おかしさに差かあるように思われる。芙際，この映画に出工～C
　この人形はずいぶん背が高いですね。
は，このグループに入れるべきだろうか，それとも，〔11〕〔12〕と同じとす
べきだろうか。
　ここでは，
　⑳’この人形は何が高いですか？
　⑳”この人形が高いのは，背です。
がややおかしいこと，特に，㊧”の奇妙さが
　〔11〕”象が長いのは，鼻だ。
　〔12〕”京都がいいのは，秋だ。
に比べて際立っていることから，2）のグループに入れておくことにする。
3）用例〔5〕，〔6〕
このグループに属する文の特徴は，用例からもわかるように
「aは a
品
もの
の
が＿です」
の形をとるところにある。これは，さきにあげた三上前掲書の分類表の「先
行」の「3．名詞の反復」に相当する。三上同書によれぽ，これは，
　　ある名詞を取り立てたあとの空所を同じ名詞でふさぐと見ると簡単で
　　す。……空所には同じ名詞のほかに「品」や「モノ」や「ノ」を入れる
　　ことができます。　（P．74）
とされ，「代行」と同じく主題化，すなわち「取り立て」によってできた構
文と考えられている。
4）用例〔7〕，〔8〕
このグループと3）が意味，内容の上でごく近いものであることは，一目瞭然
である。しかしそれを形の上からあとづけてみることは意外にむずかしい。
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三上前掲書では，
　〔21〕笛は，横笛いみじうをかし。
という例をひいているが，これを「2．連体一ノ」の代行と考えるぺく，
　〔21〕’笛（類概念）の横笛（種概念）ガタイヘンオモシロクアルkoto
を「は」による取り立て前の基本の形として提案している。しかし，「笛の
横笛」という形は，そのままでは成立しないから，これは一種の「想定形」
ということになる。一方，三上同書では，
〔22〕笛ハ，横笛ヲ習。タコトガアリマス；
　〔22〕’横笛トイウ笛ヲ習ッタコトガアルkoto　　　を，基本形
から導き出すために「奈良ノミヤコ（奈良トイウ都）」などの例を引き，
「横笛ノ笛（横笛トイウ笛）」を考えようとしている。しかし，これも成立
する形ではないので，やはり想定形である。三上同書の基本的な考え方は，
rX／x」あるいは「x／X」　（ここでXは類概念，　xは種概念を表わす）
のrXノ」　「ノX」の部分をrXハ」に代行させるというところにあるの
で，このような想定形が生じるのであろう。
　想定形が生じること自体は，実はたいした問題ではない。むしろ，問題は
〔21〕〔22〕の分類にあるようだ。三上同書では，〔21〕は前掲表の「2．連体
一ノ」の代行とし，〔22〕は同表「3．名詞の反復」としている。しかし，〔21〕の「笛」と「横笛」の関係と〔22〕の「笛」と「横笛」との関係とがまっ
たく別ものとは，少くとも直観的には考えられない。この関係は，〔21〕のそ
れも〔22〕のそれも「笛の中で横笛という笛」あるいは「笛の横笛というの」
とでも言いかえるべきものであろう。そして，この「笛の」の部分が「は」
によって取り立てられれぽ，
　〔21〕”笛は，横笛というのがいみじうをかし。
　〔22］”笛は，横笛というのを習ったことがあります。
となり，これは，3）の用例とまったく同じ形となる。実際のところ，用例
〔7〕〔8〕も意味上は，
　〔7〕’　オーバーはカシミアでできたのがいい。
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　〔8〕’花は桜（の木）に咲くのがきれいだ。　・　　　、
と何ら変わりがない。ただ「カシミアでできたの」　「桜（の木）に咲くの」
と名詞句の形で言うか「カシミア」「桜（の花）」と単一の名詞で言うかの
違いでしかない。そこで，ここでは，基本的には3）と4）は同じもの，そし
て三上同書の分類で言えぽ，ともに「3．名詞の反復」の「先行」に属する
ものとする。
　教育上も，この二つは特に区別して教える必要はないようだ。この問題を
初歩の段階から教えこみたけれぽ，「赤いチョーク」を「赤いの」に変換す
ることを教えた時にでも
　〔23〕　チョークは赤いのが二本あります。
　〔23〕’チョークは赤が二本あります。
の形を使って教えれぽよい。しかし，「＿は＿が＿です」構文にして
も，単一の名詞でいうか名詞句で言うかの問題にしても，そう細かく教えこ
む必要はないとも考えられる。
5）用例〔9〕，〔10〕
このグループのものは，いわゆる対象語を表す「が」を持つ文である。これ
については，しばしぼ研究論文が発表されているし，この映画でも「＿は
＿が＿です」構文の例の大半がこれにあてられている。⑳が唯一の例外
で，ほかはすべてこのグループに属するものである。
　久野暉「日本文法研究」1973によれぽ，丁意味の上から目的格助詞「ヲ」
が現れることが期待される所に「が」が現れるのは，次の構文に限られてい
る」として以下のものをあげている。
　a）能力を表す形容詞，形容動詞：上手，苦手，下手，得意，ウマイ
　b）内部感情を表す形容詞，形容動詞：好キ，嫌イ，欲シイ，コワイ
　c）動詞＋タイ
　d）可能を表す動詞：デキル，レル／ラレル
　e）自意志によらない感覚動詞：解ル，聞コエル，見エル
　f）所有，必要を表す動詞：アル，要ル
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以上の用例については，久野同書にあたるか，映画第9課（e），第17課
（d），第ユ8課（b，c）を見られたい。
6）　用例〔11〕，〔12〕
このグループに属す文は，いわゆる「象は鼻が長い」型の文である。三上前
掲書によれぽ，これらは「2，連体一ノ」の「代行」に入り，次のような
基本形を考えるべきものである。
　〔11〕’象ノ鼻ガ長クアルkoto
　〔12〕’京都ノ秋ガヨクアルkoto
　このグループの文が前出の2）と異なるのは，前にも触れたが，この形の
文では，
　〔11〕”　象は何が長いのか？
　〔12〕”　京都はいつ（何）がいいか？
　〔11〕’”　象が長いのは，鼻だ。
　〔12〕’”　京都がいいのは，秋だ，
などの形がほとんどおかしくないという点である。ただし，これと2）との
差は本質的なものでないことも前に触れた。
　高橋太郎「主語と述語の意味的な関係をめぐる諸問題にかかわる用例集」
1979では，この6）に属する文を
　　主語、＋合成述語（主語2＋述語）
と分析している。同論文によれば，
　　　ものの属性を部分の属性によってしめすとき，部分の属性をしめす文
　　の成分が合成述語となる。この合成述語のなかで主語であらわされるも
　　のの部分をあらわす二次的な文の成分を部分語と名づける。（P．33）
そこで，6）の〔11〕の「鼻」，〔12〕の「秋」は部分語ということになる。
一方，2）のタイプについては，
　　　述語でしめされる属性が主語でしめされるもののどの側面の属性であ
　　るかをあらわす成分を側面語と名づける。……
　　　側面語は，名詞述語文や形容詞述語文のなかに，かなり自由にはさむ
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　　ことができる。
　　　・かれは↓運転手だ　←一職業が
　　　・このシャツは↓あかい　←いうが
　　　・このシャツは↓ちいさい　←一サイズが　　　　、
　　　一般性のつよい変化動詞のばあいにも側面語で拡大することができ
　　る。
　　　・かれはさいきん↓かわった
　　　　　　　　　←一ようすが・意見が・趣味が
　　（P．32戸】3）
そこで，2）の大半は，側面語を持つ文と言うことができる。ただし，〔4〕
については，”人気”が側面語と判定されるかどうか明らかではない。もし
高橋同論文が，側面語をさしはさむ前の文が属性を表す文として成立するこ
とを条件とするのなら，2）の用例はその一部分がこの文型に属すというこ
とになる。
　ただし，教育の場での取り扱いとしては，最初の導入の段階では，2）と
6）とを同一グループとして，むしろ2）の形に近い，すなわち「＿が＿
です」部分がイディオムに近いものとして教えてしまってもよいのではな
かろうか。文の変型練習をさせる段階で教授者側が，2）と6）とをうまく区
別して練習を組んでやればすむことのように思う。
7）　用例〔13〕，〔14〕
このタイプの文は，三上前掲書の分類では，「2．連体一ノ」の「代行」
に含まれるだろう。ちがうところは，ここでわれわれがとった分類基準によ
れぽ，〔13〕〔14〕を変形した文，
　〔13〕’石井さん（が）フランス人なのは，奥さんだ。
　〔14〕’山田先生（が）入院したのは，長男だ。
が，まったく非文法的を文になってしまう点である。
　このグループの文については，高橋前掲論文の「側面語」　「部分語」とい
う基準も役に立たない。
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　柴谷前掲書は，ここまでに述べた「＿は＿が＿です」構文のうち，
1），5）を除いて，すべて「＿は」の部分と「＿が」の部分に入る語が
「包摂」関係にあるか「全体一部分」の関係にあるものでなけれぽならない
と述べている。（P．212）その結果，これまでの「＿は＿が＿です」
構文は，1）と5）とその他（2，3，4，6，7）というように分類され
ることになる。この分析自体は，まとを射ているものと思われる。しかし，
教育の場での応用という面からは，抽象化しすぎたものと言わざるを得な
い。　　　　　　　　　　　　　　　　’
8）　用例〔15〕，〔16〕
このグループに属す文は，三上前掲書では，分析の基準がまったくあてはま
らないものとして（5．特殊語法？）とされ，例外として処理している。三
上同書の分析のアイディアは，基本の文の一部分を移動させて，主題をひき
出し，それを「＿は」とするというものだが，この種の文では，「＿
は」の部分を基本の文の中に仮定することができない。また，柴谷同書の
「包摂」あるいは「全体一部分」の関係も見出すことができない。柴谷同書
では，これらは，主部（柴谷同書では「題目」）と述部との関係が文脈や世
間的知識によって定められたものと考えている。
　7），8）については，教育上の配慮としては，まずもって，「＿は」の
持つ提題機能をたたきこんでおくことであろう。7），8）は，　「＿は＿
です」構文では，いわゆる「ウナギ文」　（ぼくはウナギだ）に相当するもの
と考えられる。そこで，7），8）をスムーズに導入するためには，ウナギ文
に類する文の練習をしておくことが一つの方法となる。ウナギ文自体は，「
＿は」の提題機能をしっかりとらえており，subjectとの混同を起こして
いない学習者ならぽ，苦もなく導入できるものである。7），8）の類の文に
後々あたることを考えれば，初級の段階で学習者にウナギ文に触されておく
ことも重要な意味を持つと思われる。
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3、　この映画の効果的な利用のために
　映画（16ミリ，8ミリ），ビデオをメディアとしているこの教材をどう効
果的に，有効に使いこなしていくかという問題については，全般的な概説が
映画解説1「これはかえるです」にあるので，それを参照されたい。
　この解説書の資料1の使用語彙一覧（かな書き）や資料2のシナリオ全文
（かな書き）もコピイをとるなどして補助教材として役立ててほしい。練習
問題作例は，2．3．「語句，語法，文型」の項でとりあげてあるので，こ
こでは特に示さない。使用語彙集を利用して，的確な練習問題を作りあげて
いただきたい。
4，　おもな参考文献
1．この解説書執筆に当たって直接参考にしたものは，次のとおりである。
国立国語研究所　ヱ964r分類語彙表』秀英出版
久野障　1973r日本文法研究』大修館書店
佐久間鼎　1952『現代日本語法の研究』厚生閣
柴谷方良　1978r日本語の分析』大修館書店
高橋太郎　1979「主語と述語の意味的な関係をめぐる諸問題にかかわる用
　例集」　群馬女子大国文学科紀要
Takashi　Masuoka　1979「DOUBLE－SUBJECT　CONSTRUCTIONS
　IN　JAPANESE」　in　PAPERS　IN　JAPANESE　LINGUISTICS
三上章　ユ960『象は鼻が長い』くろしお出版
L　　程度表現については，前掲の佐久間鼎1952のほかに，次のものが参考
になる。
佐久間鼎　1937「主語における水準転移一特に日本語における人代名詞
　　の変遷」『日本語の言語理論的研究』1943三省堂　に再録
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皿・　主語論と提題論については，上述の論考のほかに，次のものにあたら
れたい。
北原保雄　1975「日本語の主題一三上文法の再評価のために一」月刊
　言語　Vol．4
久野暉　1977「目本語の主語の特殊性」月刊言語　Vol．6
尾上圭介　1977「提題論の遺産」月刊言語　Vol・6
山口光　1977「『象は鼻が長い』」月刊言語Vo1．6
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資料1’使用語彙一覧
　これは，この映画中に言語表現として現れた全ての語について一覧表にし
たものである。資料2のシナリオ全文同様，そのまま教材として活用できる
ことも考慮してかな（ひらがな，かたかな）書きにしてある。
　1．見出し語はアイウエオ順に配別し，そンにその使用文例を全て書き出
　　した。
　2．見出し語の認定については，初級日本語教育の立場に立っている。
　　2－1　「おじぎ」「おねさん」等は一語扱いとしたが，「おすき」
　　　　「おきらい」に関しては「お」を別語扱いにした。
　　2－2　形容動詞については，一律に「＿な」形を見出し語とした。
　　2－3　動詞は「ます」を取り除いた形，つまり連用形を見出し語に
　　　　し，その横に終止形を示した。
　　2－4　「ました」等，「ます」の変化形は，それぞれ見出し語にして
　　　　いる。
　　2－5　「です」に対する「ではありません」　「じゃありません」も一
　　　　語扱いにして見出し語にしている。
　　2－6　「いちばん」「ほんとうに」等は，副詞として一語扱いにし見
　　　　出し語にしている。
　3・見出し語の語義，活用変化，他の語との結びつき等により下位分類す
　る場合には，
　（1）（2）……のようにした。
　　3－1　形容詞，形容動詞については，その連体修飾的用法，副詞的用
　　　　法，また述部になる場合によって下位分類してある。
　　3－2　「が」は，意味に主語を表すものと対象語を表すもので下位分
　　　　類した。
　　3－3　「ね」は，了承的に下り調子で言う場合と考え込むふうに上り
　　　　調子で言う場合で下位分類した。
　　　　　　　　　　　　　　　－43一
　3－4，　「は」は，質問的に「は」で言い切りの形になるもの，「は」が
　　　あることで前後が主述の関係になるもの，「＿は＿が」の構文
　　　　をとるもの，対象語が特にrは」の形で示されたものにより下位分
　　　類した。
　3－5，「です」　「ます」については，その後に伴う終助詞の種類，また
　　　その機能により下位分類してある。
4，使用文例の文頭には，①②……の数字がつけてある。これはシナリオで
　の文通し番号であり，この解説書全体に共通のものである。同一見出し語
内では，この順に文例を提出した。（1）（2）……と下位分類した場合にも，そ
　の分類内で同一の提出順をとっている。全くの同一文については，通し番
号を横に並べ引用を一回ですませた。
5　見出し語の横には，［］で当用漢字の範囲内で漢字を示し，またその
横には（　）で語の使用回数を示した。
一44一
ああ（1）
　⑲　ああ，ほんとうにじょうずだ。
あきら〔明〕　（1）
　⑰あきらは？
あさ〔朝〕　（1）
　②あさからとてもいいてんきです。
あっ（1）
　⑳あっ，こっちより，そっちのほうがおおきい。
あまり（1）
　⑰こちらのえは，あまりすきではありません。
あり，ある（1）
　⑲　ずいぶんにんぎょうがありますね。
いい（3）
（1）②　あさからとてもいいてんきです。
（2）⑤　このえは，いいですね。
　⑫そっちのショートケーキのほうがいいな。
いいえ（1）
　⑬いいえ，すきです。
いき，いく〔行く〕　（1）
　③　かずおさんは，こご，ともだちのよしこさんのうちへいきました。
いちはん〔一番〕（1）
　⑩よしこさんは，せいようのがかのなかで，だれがいちばんすきです
　　　か。
う一ん（1）
　⑨う一ん，にほんがは，ようがほどすきではありません。
うち〔家〕　（1）
　③かずおさんは，こご，ともだちのよしこさんのうちへいきました。
え〔絵〕（7）
　　　　　　　　　　　　　　　－45一
　⑤このえは，いいですね。
　⑥かずおさんは，えがすきですね。
　⑬こちらのえとこちらのえと，どちらがすきですか。
　⑬こちらのえとこちらのえと，どちらがすきですか。
　⑭そちらのえのほうがすきです。
　⑯ぼくも，このえがすきです。
　⑰こちらのえは，あまりすきではありません。
ええ（2）
　⑦ええ，とくににほんががすきです。
　⑳　ええ。
お（2）
　⑫かずおさん，ケーキはおきらいじゃありませんか。
　⑳　どれがおすきですか。
おおきい〔大きい〕　（1）
　⑳あっ，こっちより，そっちのほうがおおきい。
おじぎ（2）
　⑳ほら，おじぎができます。
　⑳でも，へんなおじぎですね。
おねえさん〔お姉さん〕　（2）
　⑮　おねえさんは，ピアノがじょうずですね。
　⑰ねえ，おねえさん。
おもしろい（2）
（1）⑳　このにんぎょうは，おもしろいことができます。
（2）⑳　ほう一，おもしろいですね。
か（8）
　⑩　よしこさんは，せいようのがかのなかで，だれがいちぽんすきです
　　　か。
　⑬こちらのえとこちらのえと，どちらがすきですか。
　　　　　　　　　　　　　　　－46一
　⑳どのにんぎょうがすきですか。
　⑳どこのにんぎょうですか。
　⑱どんなことができますか。
　⑫　かずおさん，ケーキはおぎらいじゃありませんか。
　⑳　どれがおすきですか。
　⑲かずおさんは，ピアノができますか。
が（21）
（1）⑲　ずいぶんにんぎょうがありますね。
　⑳　このにんぎょうは，ずいぶんせがたかいですね。
　㊨あっ，こっちより，そっちのほうがおおきい。
　⑫そっちのショートケーキのほうがいいな。
　⑯　ぼくのほうがもっとじょうずですよ。
（2）⑥　かずおさんは，えがすきですね。
　⑦ええ，とくににほんががすきです。
　⑩よしこさんは，せいようのがかのなかで，だれがいちばんすきです
　　　か。
　⑪わたしは，ゴッホがすきです。
　⑬こちらのえとこちらのえと，どちらがすきですか。
⑭　そちらのえのほうがすきです。
⑯ぼくも，このえがすきです。
⑳どのにんぎょうがすきですか。
⑳このにんぎょうは，おもしろいことができます。
⑳　どんなことができますか。
⑳ほら，おじぎができます。
⑭　どれがおすきですか。
⑱　ぼく，ショートケーキがたべたい。
⑳わたしも，ショートケーキがほしい。
⇔　おねえさんは，ピアノがじょうずですね。
　　　　　　　　　　　　　　－47一
　⑲　かずおさんは，ピアノができますか。
カ＄カ、〔画家〕　（1）
　⑩よしこさんは，せいようのがかのなかで，だれがいちぽんすきです
　　　か。
がずお〔和夫〕　（5）
　③かずおさんは，こご，ともだちのよしこさんのうちへいきました。
　⑥かずおさんは，えがすきですね。
　⑮かずおさんは？
　⑳　かずおさん，ケーキはおきらいじゃありませんか。
　⑲かずおさんは，ピアノができますか。
から（1）
　②あさからとてもいいてんきです。
きき，きく〔聞く〕　（1）
　◎　ききたいな。
きょう〔今日〕　（1）
　①きょうは，にちようびです。
きょうと〔京都〕　（1）
　㊧　そちらは，きょうとのにんぎょうです。
きらいな（1）
　⑫　かずおさん，ケーキはおきらいじゃありませんか。
ください（1）
　⑮　これをください。
ケーキ（1）
　⑫かずおさん，ケーキはおきらいじゃありませんか。
ごご〔午後〕　（1）
　③かずおさんは，こご，ともだちのよしこさんのうちへいきました。
こちら（4）
　⑬こちらのえとこちらのえと，どちらがすきですか。
　　　　　　　　　　　　　　　－48一
　⑬こちらのへとこちらのえと，どちらがすきですか。
　⑰こちらのえは，あまりすきではありません。
　⑳こちらは，フランスのにんぎょうです。
こっち（1）
　⑪　あっ，こっちより，そっちのほうがおおきい。
ゴッホ（2）
　⑪わたしは，ゴッホがすきです。
　⑫ぼくも，ゴッホはすきです。
こと（2）
　⑳このにんぎょうは，おもしろいことができます。
　⑱ぞんなことがができますか。
この（4）
　⑤このえは，いいですね。
　⑯ぼくも，このえがすきです。
　⑳　このにんぎょうは，ずいぶんせがたかいですね。
　⑳このにんぎょうは，おもしろいことができます。
こらっ（1）
　⑭　こらっ。
これ（1）
　⑮　これをください。
さん（8）
　③かずおさんは，こご，ともだちのよしこさんのうちへいきました。
③　かずおさんは，こご，ともだちのよしこさんのうちへいきました。
⑥　かずおさんは，えがすきですね。
　⑧よしこさんは？
　⑩よしこさんは，せいようのがかのなかで，だれがいちぽんすきです
　　　か。
⑮　かずおさんは？
　　　　　　　　　　　　　　－49一
⑫かずおさん，ケーキはおきらいじゃありませんか。
⑲かずおさんは，ピアノができますか。
じゃありません（1）
⑳　かずおさん，ケーキはおきらいじゃありませんか。
じようずな〔上手な〕　（3）
⑮　おねえさんは，ピアノがじょうずですね。
　⑯　ぼくのほうがもっとじょうずですよ。
　⑱　ああ，ほんとうにじょうずだ。
ショートケーキ（3）
　⑳　ぼく，ショートケーキがたべたい。
　⑳わたしも，ショートケーキがほしい。
　⑫そっちのショートケーキのほうがいいな。
ずいぶん（2）
　⑲ずいぶんにんぎょうがありますね。
　⑳　このにんぎょうは，ずいぶんせがたかいですね。
すきな〔好きな〕（13）
　⑥かずおさんは，えがすきですね。
　⑦ええ，とくににほんがすきがです。
　⑨う一ん，にほんがは，ようがほどすきではありません。
　⑩よしこさんは，せいようのがかのなかで，だれがいちぽんすきです
　　　か。
　⑪わたしは，ゴッホがすきです。
　⑫ぼくも，ゴッホはすきです。
　⑬こちらのえとこちらのえと，どちらがすきですか。
　⑭そちらのえのほうがすきです。
　⑯ぼくも，このえがすきです。
　⑰こちらのえは，あまりすきではありません。
　　　　　　　　　　　　　　　－50一
　⑳どのにんぎょうがすきですか。
　⑬　いいえ，すきです。
　⑭　どれがおすきですか。
せ〔背〕（1）
　⑳　このにんぎょうは，ずいぶんせがたかいですね。
せいよう〔西洋〕　（1）
　⑩よしこさんは，せいようのがかのなかで，だれがいちぽんすきです
　　　か。
そう（2）
　⑱そうですね。（了承的に）
　⑳　そうですね。　（考え込むふうに）
そちら（2）
　⑭そちらのえのほうがすきです。
　⑳　そちらは，きょうとのにんぎょうです。
そっち（2）
　⑳あっ，こっちより，そっちのほうがおおきい。
　⑫そっちのショートケーキのほうがいいな。
たい（2）
　⑱　ぼく，ショートケーキがたべたい。
　⑲ききたいな。
たかい〔高い〕　（1）
　⑳　このにんぎょうは，ずいぶんせがたかいですね。
たべ，たべる〔食べる〕（1）
　⑱　ぼく，ショートケーキがたべたい。
だれ（1）
　⑩よしこさんは，せいようのがかのなかで，だれがいちばんすきです
　　　か。
で（1）
　　　　　　　　　　　　　　　－51一
　⑩　よしこさんは，せいようのがかのなかで，だれがいちぽんすきです
　　　か。
でき，できる（4）
　⑳このにんぎょうは，おもしろいことができます。
　⑳　どんなことができますか。
　⑳　ほら，おじぎができます。
　⑲かずおさんは，ピアノができますか。
です（26）
〈1）①　きょうは，にちようびです。
　②あさからとてもいいてんきです。
　⑦ええ，とくににほんががすきです。
　⑪わたしは，ゴッホがすきです。
　⑫　ぼくも，ゴッホはすきです。
　⑭そちらのえのほうがすきです。
　⑯ぼくも，このえがすきです。
　⑳　そちらは，きょうとのにんぎょうです。
　⑳こちらは，フランスのにんぎょうです。
　⑳　いいえ，すきです。
②⑩　よしこさんは，せいようのがかのなかで，だれがいちぽんすきです
　　　か。
　⑬こちらのえとこちらのえと，どちらがすきですか。
　⑳どのにんぎょうがすきですか。
　⑳　どこのにんぎょうですか。
　⑳　どれがおすきですか。
（3）④　にほんがですね。
　⑤このえは，いいですね。
　⑥　かずおさんは，えがすきですね。
　⑬そうですね。（了承的に）
　　　　　　　　　　　　　　　－52一
　⑳　このにんぎょうは，ずいぶんせがたかいですね。
　⑳ほう一，おもしろいですね。
　⑳でも，へんなおじぎですね。
　⑮　おねえさんは，ピアノがじょうずですね。
（4）㊧　そうですね。　（考え込むふうに）
（5）⑯　ぼくのほうがもっとじょうずですよ。
　⑪　ぼくは，へたですよ。
ではありません（2）
　⑨う一ん，にほんがは，ようがほどすきではありません。
　⑰こちらのえは，あまりすきではありません。
でも（1）
　⑳でも，へんなおじぎですね。
てんき〔天気〕（1）
　②あさからとてもいいてんきです。
と（2）
　⑬こちらのえとこちらのえと，どちらがすきですか。
　⑬こちらのえとこちらのえと，どちらがすきですか。
どうぞ（1）
　⑯　どうぞ。
とくに（1）
　⑦ええ，とくににほんががすきです。
どこ（1）
　⑳どこのにんぎょうですか。
どちら（1）
　⑬こちらのえとこちらのえと，どちらがすきですか。
とても（1）
②　あさからとてもいいてんきです。
どの（1）
　　　　　　　　　　　　　　－53一
　⑳どのにんぎょうがすきですか。
ともだち（1）
　③かずおさんは，こご，ともだちのよしこさんのうちへいきました。
どれ（1）
　⑭　どれがおすきですか。
どんな（1）
　⑱どんなことができますか。
な（2）
　⑫　そっちのショートケーキのほうがいいな。
　⑳　ききたいな。
なか〔中〕　（1）
　⑩よしこさんは，せいようのがかのなかで，だれがいちぽんすきですか。
にちようび〔日曜日〕
　①きょうは，にちようぴです。
にほんが〔日本画〕　（3）
　④にほんがですね。
　⑦ええ，とくににほんががすきです。
　⑨　う一ん，にほんがは，ようがほどすきではありません。
にんぎょう〔人形〕　（7）
　⑲ずいぶんにんぎょうがありますね。
　⑳どのにんぎょうがすきですか。
　⑳　このにんぎょうは，ずいぶんせがたかいですね。
　⑳　どこのにんぎょうですか。
　⑳　そちらは，きょうとのにんぎょうです。
　㊧こちらは，フランスのにんぎょうです。
　⑳このにんぎょうは，おもしろいことができます。
ね（10）
〈1）④　にほんがですね。
　　　　　　　　　　　　　　　－54一
　⑤このえは，いいですね。
　⑥　かずおさんは，えがすきですね。
　⑬そうですね。（了承的に）
　⑲　ずいぶんにんぎょうがありますね。
　⑳　このにんぎょうは，ずいぶんせがたかいですね。
　⑳ほう一，おもしろいですね。
　⑳でも，へんなおじぎですね。
　⑮おねえさんは，ピアノがじょうずですね。
（2）⑳　そうですね。　（考え込むふうに）
ねえ（1）
　⑰ねえ，おねえさん。
の（16）
　③　かずおさんは，こご，ともだちのよしこさんのうちへいきました。
　③　かずおさんは，こご，ともだちのよしこさんのうちへいきました。
　⑩よしこさんは，せいようのがかのなかで，だれがいちばんすきです
　　　か。
　⑩よしこさんは，せいようのがかのなかで，だれがいちぽんすきです
　　か。
　⑬　こちらのえとこちらのえと，どちらがすきですか。
　⑬こちらのえとこちらのえと，どちらがすきですか。
　⑭そちらのえのほうがすきです。
　⑭　そちらのえのほうがすきです。
　⑰　こちらのえはあまりすきではありません。
⑳どこのにんぎょうですか。
⑳　そちらは，きょうとのにんぎょうです。
⑳　こちらは，フランスのにんぎょうです。
⑳あっ，こっちより，そっちのほうがおおきい。
⑫そっちのショートケーキのほうがいいな。
　　　　　　　　　　　　　　－55一
　⑫　そっちのショートケーキのほうがいいな。
　⑯ぼくのほうがもっとじょうずですよ。
は（21）
（1）⑧　よしこさんは？
　⑮かずおさんは？
　⑰　あきらは？
　⑲　よしこは？
（2）①　きょうは，にちようびです。
　③かずおさんは，こご，ともだちのよしこさんのうちへいきました。
　⑤このえは，いいですね．
　⑳そちらは，きょうとのにんぎょうです。
　⑳　こちらは，フランスのにんぎょうです。
（3）⑥　かずおさんは，えがすきですね。
　⑩よしこさんは，せいようのがかのなので，だれがいちぽんすきです
　　　か。
　⑪わたしは，ゴッホがすきです。
　⑳　このにんぎょうは，ずいぶんせがたかいですね。
　⑰　このにんぎょうは，おもしろいことができます。
　⑮おねえさんは，ピアノがじょうずですね。
　⑲かずおさんは，ピアノができますか。
　⑪　ぼくは，へたですよ。
（4）⑨　う一ん，にほんがは，ようがほどすきではありません。
　⑫ぼくも，ゴッホはすきです。
　⑰こちらのえは，あまりすきではありません。
　⑫かずおさん，ケーキはおきらいじゃありませんか。
ピアノ（2）
　⑬　おねえさんは，ピアノがじょうずですね。
　⑲かずおさんは，ピアノができますか。
　　　　　　　　　　　　　　　－56一
フランス（1）
　⑳　こちらは，フランスのにんぎょうです。
へ（1）
　③かずおさんは，こご，ともだちのよしこさんのうちへいきました。
へたな〔下手〕（1）
　⑪　ぼくは，へたですよ。
へんな〔変な〕（1）
　⑳でも，へんなおじぎですね。
ほう〔方〕　（4）
　⑭そちらのえのほうがすきです。
　⑭　あっ，こっちより，そっちのほうがおおきい。
　⑫　そっちのショートケーキのほうがいいな。
　⑯　ぼくのほうがもっとじょうずですよ。
ほう一（1）
　⑳ほう一，おもしろいですね。
｛まく　〔僕〕　（5）
　⑫ぽくも，ゴッホはすきです。
　⑯ほくも，このえがすきです。
　⑱　ぼく，ショートケーキがたべたい。
　⑯　ぽくのほうがもっとじょうずですよ。
　⑪　ぼくはへたですよ。
ほしい〔欲しい〕（1）
　⑳わたしも，ショートケーキがほしい。
ほど（1）
　⑨う一ん，にほんがは，ようがほどすきではありません。
ほら（1）
　⑳ほら，おじぎができます。
ほんとうに〔本当に〕　（1）
　　　　　　　　　　　　　　　－57一
より（1）
　⑳あっ，こっちより，そっちのほうがおおきい。
わたし（2）
　⑪　わたしは，ゴッホがすきです。
　⑳わたしも，ショートケーキがほしい。
を（1）
　⑳　これをください。
一 58一
　⑯　ああ，ほんとうにじょうずだ。
まあ一（1）
　⑬まあ一。
ました（1）
　③　かずおさんは，こご，ともだちのよしこさんのうちへいきました。
ます（5）
（1）⑳　このにんぎょうは，おもしろいことができます。
　⑳ほら，おじぎができます。
（2）⑱　どんなことができますか。
　⑲かずおさんはピアノができますか。
（3）⑲ずいぶんにんぎょうがありますね。
も（3）
　⑫　ぼくも，ゴッホはすきです。
　⑯ぼくも，このえがすきです。
　⑳わたしも，ショートケーキがほしい。
もっと（1）
　⑯　ぼくのほうがもっとじょうずですよ。
よ（2）
　⑳ぼくのほうがもっとじょうずですよ。
　⑪　ぼくは，へたですよ。
ようが〔洋画〕　（1）
　⑨う一ん，にほんがは，ようがほどすきではありません。
よしこ〔良子〕　（4）
　③　かずおさんは，こご，ともだちのよしこさんのうちへいきました。
　⑧よしこさんは？
　⑩よしこさんは，せいようのがかのなかで，だれがいちばんすきです
　　　か。
　⑲よしこは？
　　　　　　　　　　　　　　　－59一
資料2．　シナリオ全文
題　　名　　日本語教育映画
　　　　　「どちらがすきですか」一比較・程度の表現一
企画国立国語研究所
制　　作　　日本シネセル株式会社
フィルム　　16％EKカラー・スタンダード
巻　　数　　全1巻上映時間　　5分
現像所　東映化学
録音読売スタジオ
完成昭和53年1月31日
制作スタッフ
　制作静永純一一
　制作担当　佐藤吉彦
脚　　本　前田直明
　演　 出　前田直明
　演出助手　林　　洋一
　撮影八柳勇三
　撮影助手　松尾研一
　照　　明　伴野　　功
　音　楽　吉田征雄
　録　音　小川正城（読売スタジオ）
　ネガ編集　亀井　　正
配　役　和夫　栃谷和宏
　　　　良子　　金月義保
　　　　明　　　堀田佳久
　　　　母　　　花形恵子
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…　　画　面　1セ　・　・
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
メイン・タイトル
　日本語教育映画
テーマ・タイトル
どちらがすきですか
一比較・程度の表現一和夫，歩き
和夫，門を入る
応接室，和夫と良子が座って
いる
壁には日本画がかかっている
日本画
同（ヨリ）
和夫，良子
画集いくつか
画集
画集をとりだす
二枚の絵を指さす
①きょうは，にちようびです♂
②あさからとてもいいてんき
です。
③かずおさんは，こご，とも
だちのよしこさんのうちへい
きました。
和夫「④にほんがですね。…
　　　⑤このえは，．いいです
　　　　ね。」
良子「⑥かずおさんは，えが
　　　　すきですね。」
和夫「⑦ええ，とくににほん
ががすきです。
　　　⑧よしこさんは？」
良子「⑨う一ん，にほんが
　　　は，ようがほどすきで
　　　はありません。」
和夫「⑩よしこさんは，せい
　　　ようのがかのなかでだ
　　　れがいちばんすきです
　　　か。」
良子「⑪わたしは，ゴッホが
　　　すきです。」
和夫「⑫ぼくもゴッホはすき
　　　です。」
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13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
和夫，良子
二枚の絵
和夫，良子
和夫，画集から目を離す
たくさんの人形　　　　　　　1和夫「⑲ずいぶんにんぎょう
　　　　⑬こちらのえとこちら
　　　　のえと，どちらがすき
　　　　ですか。」
　良子「⑭そちらのえのほうが
　　　　すきです。
　　　　⑮かずおさんは？」
　和夫「⑯ぼくもこのえがすき
　　　　です。
i　　　⑰こちらのえは・あま
　　　　りすきではありませ
　　　　ん。」
　良子「⑬そうですね。」
i　醐りますね．」
　良子「⑳ええ。」
和夫，良子，人形ケースの所
へ行く　　　　　　　　　　1
人形
和夫
人形を取る
和夫，良子
和夫
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良子「⑳どのにんぎょうがす
きですか。」
和夫「⑳そうですね。
和夫「⑳このにんぎょうは，
　　　ずいぶんせがたかいで
　　　すね。
　　　⑳どこのにんぎょうで
　　　すか。」
良子「⑳そちらは，きょうと
　　　のにんぎょうです。
　　　⑳こちらは，フランス
　　　のにんぎょうです。
　　　⑳このにんぎょうは，
　　　おもしろいことができ
　　　ます。」
和夫「⑱どんなことができま
　　　すか。」
23
24
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
和夫，良子
人形，おじぎする
ケーキ，母
和夫，
ケーキ
和夫，ケーキの一つを指差す
母，ケーキを取る
それを和夫の方へ
弟，良子
二つのケーキ
弟をたしなめる母
ピアノをひく良子
和夫，弟に話しかける
（弟，たちあがり，良子の方
　へ）
弟，良子と代わる
そしてピアノをひきはじめる
母，良子，和夫そしてピアノ
をひく弟
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良子「⑳ほら，おじぎができ
　　　ます。」
和夫「⑳ほう一，おもしろい
　　　ですね。
　　　⑳でも，へんなおじぎ
　　　ですね。」
母　「＠かずおさん，ケーキ
　　　はおきらいじゃありま
　　　せんか。」
和夫「⑬いいえ，すきです。」
母「⑭どれがおすきですか。」
和夫「⑮これをください。」
　　　　　　　（母，笑う）
母「⑯どうぞ。」
母「⑰あきらは？」
弟「⑱ぼく，ショートケーキ
　　　がたべたい。」
母「⑳よしこは？」
良子「⑳わたしも，ショート
　　　ケーキがほしい。」
弟「⑳あっ，こっちより，そ
　　っちのほうがおおきい。、
　　⑫そっちのショートケー
　　キのほうがいいな。」
母「⑬まあ一。
　　⑭こらっ。」
和夫「⑮おねえさんは，ピア
　　　ノがじょうずですね。」
弟「⑯ぼくのほうがもっとじ
　　ょうずですよ。」
弟「㊨ねえ，おねえさん。」
和夫「⑱ああ，ほんとうにじ
　　　ょうずだ。」
38
39
40
41
42
弟，ピアノをひくのをやめて
ふりむく
弟，和夫の所へ来て，手をと
る
（和夫，立ち上がってピアノ
の所へ行く）
和夫，ピアノをひきはじめる
笑い出す四人
企画・制作タイトル
　企画　国立国語研究所
　制作　日本シネセル株式会
　　　　社
　　　（母，和夫，笑う）
弟「⑲かずおさんは，ピアノ
　　ができますか。
　　題）ききたいな。」
和夫「⑪ぼくはへたですよ。」
（母，笑う）
（母，笑う）
（全員，笑う）
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